
 

 

「食生活に関する世論調査」の概要 

令和３年１月  

内閣府政府広報室 

 

調査対 象 全国 18歳以上の日本国籍を有する者 3,000人 

有効回収数 1,967人（回収率 65.6％） 

 

調査期 間 令和２年９月 17日 ～ 11月１日 

 

調査方法   郵送法 

 

調査目 的 食生活に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。 

 

調査項 目 １ 食品ロスについて 
 ２ 食育について  

３ 米の消費について 

 

そ の 他  １ 図表の数値(％)は、表章単位未満の位で四捨五入しているため、内訳の   

合計が100にならないこともある。 

       ２  新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、調査員と調査対象の方との接

触を回避するため、郵送法で実施した。 
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１ 食品ロスについて  

（１）家庭における食品ロス削減の工夫 

問１ あなたは、家庭で食品ロスを発生させないように、どのような工夫をしていますか。（○は

いくつでも） 

   

（上位３項目） 

    令和２年９月 

・食べ残しが出ないように心がけて食事している 62.8％ 

・買ってから日が経っていても、自身の判断で食べている 51.0％ 

・食材を捨てることがないよう、調理の仕方や献立を工夫している 49.3％ 

   

 

 （複数回答）　　　

食べ残しが出ないように心がけて食事して

いる

買ってから日が経っていても、自身の判断

で食べている

食材を捨てることがないよう、調理の仕方

や献立を工夫している

こまめに買い物をして、適切な量を購入し

ている

冷蔵庫の中の食品をわかりやすく整理して

いる

余 っ た 食 材 は 、 寄 付 し て い る

そ の 他

特 に 工 夫 を し て い な い

無 回 答

62.8

51.0

49.3

38.6

35.3

0.8

3.3

4.7

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=1,967人、M.T.=249.3%)

(%)
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（２）賞味期限と消費期限の違いの認知度 

問２ 賞味期限とはおいしく食べることができる期限、消費期限とは食べても安全な期限です。あ

なたは、賞味期限と消費期限の意味の違いを知っていましたか。（○は１つ） 

  
    令和２年９月 

・知っていた 87.5％ 

・言葉を知っていたが、違いは知らなかった 9.3％ 

・知らなかった 1.5％ 

  

 

総 数 ( 1,967 人)

〔 性 〕

男 性 ( 894 人)

女 性 ( 1,073 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 211 人)

30 ～ 39 歳 ( 243 人)

40 ～ 49 歳 ( 350 人)

50 ～ 59 歳 ( 339 人)

60 ～ 69 歳 ( 324 人)

70 歳 以 上 ( 500 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

87.2 

87.7 

9.6 

9.0 

1.9 

1.2 

1.2 

2.1 

93.8 

90.5 

90.3 

91.2 

84.9 

80.6 

3.8 

7.8 

6.9 

8.0 

12.0 

13.2 

1.4 

0.8 

1.7 

0.3 

1.2 

2.8 

0.9 

0.8 

1.1 

0.6 

1.9 

3.4 

知らなかった

87.5 9.3 

1.5 

1.7 

知っていた 言葉は知っていたが、

違いは知らなかった

無回答
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（３）賞味期限や消費期限を意識している食品 

問３ あなたが、日常の買い物で賞味期限や消費期限を意識している食品とはどのようなものです

か。（○はいくつでも） 

 

    令和２年９月 

・生鮮食品（肉・魚など日持ちしないもの） 86.9％ 

・加工食品（弁当・そうざい・牛乳など日持ちしないもの） 77.6％ 

・加工食品（レトルト食品・冷凍食品・清涼飲料水など日持ちするもの） 26.2％ 

 

 
（複数回答）　　　

生鮮食品（肉・魚など日持ちしないもの）

加工食品（弁当・そうざい・牛乳など日持ちし

ないもの）

加工食品（レトルト食品・冷凍食品・清涼飲料

水など日持ちするもの）

特 に な い

無 回 答

86.9

77.6

26.2

3.1

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

総 数 （n=1,967人、M.T.=195.8%)

(％)
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ア 賞味期限や消費期限を意識している食品の購入 

（問３で「生鮮食品（肉・魚など日持ちしないもの）」、「加工食品（弁当・そうざい・牛乳など日持

ちしないもの）」、「加工食品（レトルト食品・冷凍食品・清涼飲料水など日持ちするもの）」と

挙げた方（1,868 人）に） 

問４ 賞味期限や消費期限を意識している食品を小売店でどのように購入していますか。（○は１

つ） 

 

    令和２年９月 

・期限が短くても、商品棚の手前から購入している 12.7％ 

・商品棚の奥から購入している 68.9％ 

・特に意識せず購入している 16.4％ 

 

 

 

     

賞味期限や消費期限を
意識している食品に「生鮮食品（肉・魚など日持ちしないもの）」、　　

「加工食品（弁当・そうざい・牛乳など日持ちしないもの）」、「加工食品（レトルト食品・　

冷凍食品・清涼飲料水など日持ちするもの）」を挙げた者に　　　　　　　　　　　　　　 　 

総 数 ( 1,868 人)

〔 性 〕

男 性 ( 841 人)

女 性 ( 1,027 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 201 人)

30 ～ 39 歳 ( 231 人)

40 ～ 49 歳 ( 335 人)

50 ～ 59 歳 ( 327 人)

60 ～ 69 歳 ( 312 人)

70 歳 以 上 ( 462 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

14.1 

11.5 

60.5 

75.8 

23.2 

10.8 

2.1 

1.9 

12.9 

13.0 

12.8 

15.0 

11.2 

11.7 

69.2 

63.6 

66.9 

69.7 

70.8 

71.0 

16.9 

21.6 

18.5 

14.1 

14.4 

14.9 

1.0 

1.7 

1.8 

1.2 

3.5 

2.4 

特に意識せず
購入している

12.7 68.9 16.4 2.0 

期限が短くても、

商品棚の手前か

ら購入している

商品棚の奥から

購入している
無回答
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（４）賞味期限や消費期限が近い食品の購入 

問５ あなたは、日常の買い物で賞味期限や消費期限が近く値引きされた場合に、どのような食

品を購入していますか。（○はいくつでも） 

 

    令和２年９月 

・生鮮食品（肉・魚など日持ちしないもの） 60.1％ 

・加工食品（弁当・そうざい・牛乳など日持ちしないもの） 59.2％ 

・加工食品（レトルト食品・冷凍食品・清涼飲料水など日持ちするもの） 34.0％ 

 

・購入しない 11.7％ 

 

 

 

 

（複数回答）　　　

生鮮食品（肉・魚など日持ちしないもの）

加工食品（弁当・そうざい・牛乳など日持ちし

ないもの）

加工食品（レトルト食品・冷凍食品・清涼飲料

水など日持ちするもの）

購 入 し な い

無 回 答

60.1

59.2

34.0

11.7

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=1,967人、M.T.=166.1%)

(％)
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ア 賞味期限や消費期限が近い食品を購入しない理由 

（問５で「購入しない」と答えた方（231 人）に） 

問６ 賞味期限や消費期限が近く値引きされた食品を購入しない理由は何ですか。（○はいく

つでも） 

 

（上位４項目） 

    令和２年９月 

・期限内に食べる可能性が低いから 58.9％ 

・鮮度が落ちていそうだから 49.4％ 

・安全面に不安があるから 40.7％ 

・味が落ちていそうだから 23.8％ 

 

 
（賞味期限や消費期限が近く値引きされた食品を「購入しない」と答えた者に、複数回答）　

期 限 内 に 食 べる 可能 性が 低い から

鮮 度 が 落 ち て い そ う だ か ら

安 全 面 に 不 安 が あ る か ら

味 が 落 ち て い そ う だ か ら

見 た 目 が 悪 く な っ て い る か ら

生産や流通のコストに見合った値段での売

買が行われるべきだと思うから

安物ばかり買っていると、周囲の目が気にな

るから

そ の 他

無 回 答

58.9

49.4

40.7

23.8

11.7

2.2

0.9

6.1

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=231人、M.T.=193.9%)

(%)
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（５）小売店における欠品に対する意識 
問７ あなたは、日常の買い物をしている小売店において、普段購入している食品に欠品が生

じていた場合に、どのように思いますか。（○は１つ） 

  

 令和２年９月 

・仕方ないと思う 74.9％ 

・不満に思う 24.7％ 

 

 
  

総 数 ( 1,967 人)

〔 性 〕

男 性 ( 894 人)

女 性 ( 1,073 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 211 人)

30 ～ 39 歳 ( 243 人)

40 ～ 49 歳 ( 350 人)

50 ～ 59 歳 ( 339 人)

60 ～ 69 歳 ( 324 人)

70 歳 以 上 ( 500 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

76.2 

73.9 

23.7 

25.5 

0.1 

0.6 

78.2 

83.5 

75.1 

82.3 

71.0 

66.8 

21.3 

16.5 

24.6 

17.7 

28.7 

32.4 

0.5 

-

0.3 

-

0.3 

0.8 

無回答

74.9 24.7 0.4 

仕方ないと思う 不満に思う
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ア 食品ロス削減に取り組む小売店における欠品に対する意識 

（問７で「不満に思う」と答えた方（486 人）に） 

問８ 食品ロスにならないよう在庫を抱えないために食品に欠品が生じていた場合に、どのように

思いますか。（○は１つ） 

 

 令和２年９月 

仕方ないと思う(小計) 57.0％ 

・仕方ないと思う 21.2％ 

・どちらかといえば仕方ないと思う 35.8％ 

不満に思う(小計) 42.2％ 

・どちらかでいえば不満に思う 29.8％ 

・不満に思う 12.3％ 

 

 

  （小売店における欠品に「不満に思う」と答えた者に）　

総 数 ( 486 人)

〔 性 〕

男 性 ( 212 人)

女 性 ( 274 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 45 人)

30 ～ 39 歳 ( 40 人)

40 ～ 49 歳 ( 86 人)

50 ～ 59 歳 ( 60 人)

60 ～ 69 歳 ( 93 人)

70 歳 以 上 ( 162 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

20.3 

21.9 

33.5 

37.6 

-

1.5 

32.1 

28.1 

14.2 

10.9 

22.2 

32.5 

24.4 

28.3 

26.9 

10.5 

46.7 

40.0 

40.7 

36.7 

31.2 

31.5 

2.2 

-

-

-

-

1.9 

20.0 

27.5 

23.3 

30.0 

26.9 

38.3 

8.9 

-

11.6 

5.0 

15.1 

17.9 

無回答

21.2 35.8 

0.8 

29.8 12.3 

仕方ないと思う（小計）57.0 不満に思う（小計）42.2

仕方ないと

思う
どちらかといえば

仕方ないと思う

どちらかといえば

不満に思う

不満に思う
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（６）欠品と類似の食品の購入の有無 

問９ あなたは、日常の買い物をしている小売店において、購入したい食品に欠品があった場合に、

類似の食品を購入しますか。（○は１つ） 

 

令和２年９月 

・購入する 35.0％ 

・購入しない 24.1％ 

・別の日に同じものを購入する 23.5％ 

・別の小売店に同じものを購入に行く 15.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

  

総 数 ( 1,967 人)

〔 性 〕

男 性 ( 894 人)

女 性 ( 1,073 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 211 人)

30 ～ 39 歳 ( 243 人)

40 ～ 49 歳 ( 350 人)

50 ～ 59 歳 ( 339 人)

60 ～ 69 歳 ( 324 人)

70 歳 以 上 ( 500 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

37.9 

32.6 

26.3 

22.3 

19.7 

26.7 

14.4 

16.7 

1.7 

1.7 

44.5 

48.1 

40.0 

34.2 

29.6 

25.2 

18.5 

13.6 

22.9 

20.1 

24.1 

35.2 

17.1 

23.0 

20.6 

25.1 

28.1 

24.6 

19.9 

14.8 

15.4 

19.8 

16.4 

11.2 

-

0.4 

1.1 

0.9 

1.9 

3.8 

別の日に同じもの
を購入する

35.0 24.1 23.5 15.7 1.7 

購入する 購入しない 別の小売店に

同じものを購入

に行く

無回答
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（７）食品ロス削減に取り組む小売店における購入に対する意識 

問 10 あなたは、食品ロス削減に取り組む小売店が扱う食品を購入しようと思いますか。（○は１

つ） 

 

令和２年９月 

購入しようと思う(小計) 86.4％ 

・購入しようと思う 39.4％ 

・どちらかといえば購入しようと思う 47.0％ 

購入しようと思わない(小計) 12.6％ 

・どちらかでいえば購入しようと思わない 8.5％ 

・購入しようと思わない 4.1％ 

 

 

総 数 ( 1,967 人)

〔 性 〕

男 性 ( 894 人)

女 性 ( 1,073 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 211 人)

30 ～ 39 歳 ( 243 人)

40 ～ 49 歳 ( 350 人)

50 ～ 59 歳 ( 339 人)

60 ～ 69 歳 ( 324 人)

70 歳 以 上 ( 500 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

41.1 

38.0 

48.3 

45.9 

0.6 

1.4 

6.5 

10.2 

3.6 

4.6 

42.2 

47.3 

46.3 

40.7 

37.0 

30.2 

50.2 

45.3 

46.6 

50.1 

46.3 

45.0 

-

0.4 

-

0.3 

1.9 

2.4 

4.3 

5.8 

5.1 

6.2 

10.5 

14.2 

3.3 

1.2 

2.0 

2.7 

4.3 

8.2 

無回答

39.4 47.0 

1.0 

8.5 4.1 

購入しようと思う（小計）86.4 購入しようと思わない（小計）12.6

購入しようと

思う
どちらかといえば

購入しようと思う

どちらかといえば

購入しようと思わ

ない

購入しようと

思わない
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（８）フードシェアリングの利用に対する意識 

問 11 あなたは、食品ロス削減のために小売店で発生した見切り品や飲食店の予約のキャンセルな

どで余った食材を、本来の価格より割安に販売するフードシェアリングサービスを今後利用

したいと思いますか。（○は１つ） 

 

令和２年９月 

・これまでも利用したことがあり、今後も利用したいと思う 31.6％ 

・これまでに利用したことはあるが、今後は利用したいとは思わない 1.5％ 

・これまで利用したことはないが、今後は利用したいと思う 50.3％ 

・これまでに利用したことはなく、今後も利用したいとは思わない 14.1％ 

 

 

  

総 数 ( 1,967 人)

〔 性 〕

男 性 ( 894 人)

女 性 ( 1,073 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 211 人)

30 ～ 39 歳 ( 243 人)

40 ～ 49 歳 ( 350 人)

50 ～ 59 歳 ( 339 人)

60 ～ 69 歳 ( 324 人)

70 歳 以 上 ( 500 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

33.3 

30.2 

2.0 

1.0 

48.9 

51.4 

13.8 

14.4 

1.5 

2.1 

0.6

0.7

19.0 

26.3 

32.9 

33.9 

35.8 

34.4 

0.9 

0.4 

0.6 

0.9 

1.9 

3.0 

68.2 

64.6 

55.4 

53.7 

41.4 

35.6 

10.9 

7.0 

8.6 

10.6 

16.7 

23.6 

0.9 

1.6 

2.3 

0.9 

3.1 

1.8 

-

-

0.3 

-

1.2 

1.6 

これまで利用し
たことはないが、
今後は利用した
いと思う

31.6 

1.5 

50.3 14.1 

1.8 

0.7

これまでも利用

したことがあり、

今後も利用した
いと思う

これまでに利用

したことはあるが、

今後は利用した
いとは思わない

その他

これまでに利用

したことはなく、

今後も利用した
いとは思わない 無回答
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２ 食育について  

（１）自然の恩恵や食の生産活動への感謝を感じることの有無 

問 12 あなたは、普段口にする食材や食事から、自然の恩恵や農業・漁業・畜産業の生産現場の

食に関わる人々の様々な活動を思い浮かべ、感謝の念を感じることはありますか。（○は１

つ） 

 

令和２年９月 

感じることがある(小計) 95.5％ 

・よく感じることがある 35.3％ 

・ときどき感じることがある 36.0％ 

・たまに感じることがある 24.2％ 

 

・全く感じない 4.5％ 

 

 

 

  

総 数 ( 1,967 人)

〔 性 〕

男 性 ( 894 人)

女 性 ( 1,073 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 211 人)

30 ～ 39 歳 ( 243 人)

40 ～ 49 歳 ( 350 人)

50 ～ 59 歳 ( 339 人)

60 ～ 69 歳 ( 324 人)

70 歳 以 上 ( 500 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

33.0 

37.2 

35.3 

36.5 

26.1 

22.6 

-

0.1 

5.6 

3.5 

21.3 

29.2 

29.7 

32.2 

39.2 

47.6 

35.5 

35.0 

39.1 

39.5 

35.5 

32.4 

36.0 

27.2 

26.9 

25.4 

22.5 

16.2 

-

-

-

-

0.3 

-

7.1 

8.6 

4.3 

2.9 

2.5 

3.8 

35.3 36.0 24.2 

0.1 

4.5 

たまに感じること
がある

よく感じること

がある

ときどき感じること

がある
全く感じない

感じることがある（小計）95.5

無回答
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ア 自然の恩恵や食の生産活動への感謝を感じるとき 

（問 12 で「よく感じることがある」、「ときどき感じることがある」、「たまに感じることがある」と

答えた方（1,878 人）に） 

問 13 自然の恩恵や農業・漁業・畜産業の生産現場の食に関わる人々の様々な活動に感謝の念を感

じるのは、どのようなときですか。（○はいくつでも） 

 

（上位４項目） 

    令和２年９月 

・旬の食材や季節を感じる料理を食べたとき 70.2％ 

・美味しい食材や料理を食べたとき 59.1％ 

・食材について説明を受けたり、パッケージの表示などで産地や生産者を知ったとき 42.5％ 

・一緒に食べている人と食材に関する会話をしたとき 34.1％ 

 

 

 

 

  

自然の恩恵や食の生産活動への感謝を感じることの有無に「よく感じることがある」、　

「ときどき感じることがある」、「たまに感じることがある」と答えた者に、複数回答　

旬の食材や季節を感じる料理を食べたとき

美 味 し い 食 材 や 料 理 を 食 べ た と き

食材について説明を受けたり、パッケージの表

示などで産地や生産者を知ったとき

一緒に食べている人と食材に関する会話をした

とき

自分でも育てたことがある食材が使われた料理

を食べたとき

お店のメニューやタッチパネルにある食材の写

真や説明書きを見たとき

お店のタッチパネルやモニターで食材の生産現

場などの動画を見たとき

そ の 他

無 回 答

70.2

59.1

42.5

34.1

24.3

11.8

11.0

4.5

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=1,878人、M.T.=258.4%)

(%)
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（２）共食のメリット 

問 14 共食とは、自宅、外食を問わず、家族や友人、職場の人や地域の人など、誰かと一緒に食事

をすることです。一方、孤食とは、一人で食事をすることです。あなたは、共食について、孤

食と比べてどのような点をメリットとして感じていますか。（○はいくつでも） 

             

（上位４項目） 

    令和２年９月 

・会話やコミュニケーションが増えること 84.2％ 

・食事が美味しく、楽しく感じられること 73.0％ 

・知識・話題が増えること 37.8％ 

・ストレス解消に繋がること 33.1％ 

 

 
（複数回答）　　　

会話やコミュニケーションが増えること

食 事 が 美 味し く、 楽し く感 じら れること

知 識 ・ 話 題 が 増 え る こ と

ス ト レ ス 解 消 に 繋 が る こ と

栄 養バ ランスの良い食事がとれること

規 則 正 し い生 活の リ ズ ム が 整う こ と

友 人 ・ 知 人 が 増 え る こ と

一 人 当 た り の 食 費 が 安 く な る こ と

食事マナーや日本の食文化を学べること

そ の 他

メ リ ッ ト を 感 じ て い な い

無 回 答

84.2

73.0

37.8

33.1

26.2

24.9

21.5

20.2

14.2

1.2

1.4

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

総 数 （n=1,967人、M.T.=339.2%)

(%)
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（３）国が推進すべき共食の内容 

問 15 あなたは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための「新しい生活様式」の実践をし

た上で、国はどのような共食の推進に力を入れていけばよいと思いますか。（○はいくつで

も） 

  

（上位４項目） 

    令和２年９月 

・屋外での共食 49.8％ 

・テレワークなどの働き方改革の推進による家庭での共食 39.0％ 

・農林漁業体験をセットにした共食 23.5％ 

・地域や職場などのコミュニティーの共食 22.3％ 

 

 

    

  

（複数回答）　　　

屋 外 で の 共 食

テレワークなどの働き方改革の推進による家

庭での共食

農 林 漁 業 体 験 を セ ッ ト に し た 共 食

地域や職場などのコミュニティーの共食

パソコンやスマートフォンを利用したオンライ

ンによる共食

子 供 食 堂 と 連 携 し た 共 食

料 理 教 室 を セ ッ ト に し た 共 食

そ の 他

無 回 答

49.8

39.0

23.5

22.3

16.1

15.6

9.0

4.4

2.7

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=1,967人、M.T.=182.4%)

(%)



 - 16 - 

３ 米の消費について  

（１）米を購入するときに重視する要素 

問 16 あなたは、米を購入するときに、どのような要素を重視しますか。（○はいくつでも） 

 

（上位３項目） 

    令和２年９月 

・価格 63.7％ 

・産地 56.3％ 

・品種 52.7％ 

 

・米をほとんど購入しない 10.0％ 

 

 
（複数回答）　　　

価 格

産 地

品 種

精 米 時 期

栽 培 方 法

精 米 方 法

栄 養 価 （ 健 康 に よ い ）

そ の 他

米 を ほ と ん ど 購 入 し な い

無 回 答

63.7

56.3

52.7

18.3

7.4

5.4

5.1

3.9

10.0

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=1,967人、M.T.=223.4%)

(%)
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ア 米を購入しない理由 

（問 16 で「米をほとんど購入しない」と答えた方（196 人）に） 

問 17 米を購入しない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

    令和２年９月 

・外食や中食が多いから 7.7％ 

・調理（炊飯）に時間がかかるから 3.6％ 

・食べると太ると思うから 2.0％ 

・保存が大変だから 2.0％ 

・買い物が大変だから 1.5％ 

・価格が高いから 0.5％ 

・栽培方法に不安があるから 0.5％ 

 

・その他 86.2％ 

 （内容は、「米を作っている」、「米をもらっている」など） 

 

 

 
（米を購入するときに重視する要素に「米をほとんど購入しない」と答えた者に、複数回答）　

外 食 や 中 食 が 多 い か ら

調 理 （ 炊 飯 ） に 時 間 が か か る か ら

食 べ る と 太 る と 思 う か ら

保 存 が 大 変 だ か ら

買 い 物 が 大 変 だ か ら

価 格 が 高 い か ら

栽 培 方 法 に 不 安 が あ る か ら

そ の 他

7.7

3.6

2.0

2.0

1.5

0.5 

0.5 

86.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

総 数 （n=196人、M.T.=104.1%)

(%)
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（２）新型コロナウイルス感染症発生前後の米の消費の変化 

問 18 新型コロナウイルス感染症発生前と比べて、現在のあなたの米の消費はどのように変化しま

したか。（○は１つ） 

 

令和２年９月 

・増加した 17.9％ 

・減少した 4.0％ 

・変わらない 77.4％ 

 

 

総 数 ( 1,967 人)

〔 性 〕

男 性 ( 894 人)

女 性 ( 1,073 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 211 人)

30 ～ 39 歳 ( 243 人)

40 ～ 49 歳 ( 350 人)

50 ～ 59 歳 ( 339 人)

60 ～ 69 歳 ( 324 人)

70 歳 以 上 ( 500 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

14.5 

20.7 

4.0 

4.0 

81.1 

74.3 

-

0.3 

0.3 

0.7 

14.7 

27.2 

21.4 

21.8 

16.0 

10.8 

6.2 

2.1 

4.9 

3.2 

4.0 

4.0 

78.7 

70.8 

73.1 

74.3 

79.3 

83.8 

0.5 

-

-

-

-

0.4 

-

-

0.6 

0.6 

0.6 

1.0 

変わらない

17.9 

4.0 

77.4 

0.2 

0.6 

増加した 減少した その他 無回答
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ア 米の消費が増加した理由 

（問 18 で「増加した」と答えた方（352 人）に） 

問 19 米の消費が増加した理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

（上位３項目） 

    令和２年９月 

・家庭において、炊飯などの米を使った調理の機会が増えたから 85.5％ 

・お弁当やおにぎりなど米を使った中食の回数が増えたから 31.0％ 

・米に限らず、そもそも食べる量が増えたから 25.3％ 

 

 

  新型コロナウイルス感染症発生前後の米の消費の　

変化に「増加した」と答えた者に、複数回答　　　

家庭において、炊飯などの米を使った調理の機

会が増えたから

お弁当やおにぎりなど米を使った中食の回数が

増えたから

米に限らず、そもそも食べる量が増えたから

米 を 家 庭 に 常 備 す る よう にな っ た から

パックご飯や冷凍チャーハンなど簡易な調理で

食べられる米を使った既製品を食べる機会が増

えたから

パンや麺類などを食べる機会が減ったから

米 の 価 格 が 安 く な っ た か ら

そ の 他

無 回 答

85.5

31.0

25.3

8.8

8.5

5.7

1.1

4.5

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

総 数 （n=352人、M.T.=170.7%)

(%)
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イ 米の消費が減少した理由 

（問 18 で「減少した」と答えた方（79 人）に） 

問 20 米の消費が減少した理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

（上位３項目） 

    令和２年９月 

・米に限らず、そもそも食べる量が減ったから 48.1％ 

・パンや麺類などを食べる機会が増えたから 38.0％ 

・家庭において、炊飯などの米を使った調理の機会が減ったから 27.8％ 

 

 
新型コロナウイルス感染症発生前後の米の消費の　

変化に「減少した」と答えた者に、複数回答  　　

米に限らず、そもそも食べる量が減ったから

パンや麺類などを食べる機会が増えたから

家庭において、炊飯などの米を使った調理の機

会が減ったから

お弁当やおにぎりなど米を使った中食の回数が

減ったから

パックご飯や冷凍チャーハンなど簡易な調理で

食べられる米を使った既製品を食べる機会が

減ったから

外 食 の 回 数 が 減 っ た か ら

米 の 価 格 が 高 く な っ た か ら

そ の 他

（注）該当者数が少数であるため、本図の数値の取扱いには注意を要する。

48.1

38.0

27.8

10.1

8.9

8.9

3.8

6.3

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=79人、M.T.=151.9%)

(%)


